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★町の人口★人口⑩184（士0）男4M39(+5）女5'345( -5）世帯合計3,447(-5） 平成2年9月末日現在（ ）は前月との比較です I 

J 

1 0月28日「童謡力ーニバル」でスター ト 

11 
月
 
12 

日
囲
は
休
み
に
な
り
ま
す
 

11 

月
 12 

日
は
天
皇
即
位
の
礼
に
よ
る
休
日
と
な
る
た
め
、
 

役
場
を
は
じ
め
、
各
官
庁
等
は
休
み
に
な
り
ま
す
。
 



(3) 

役場の機構が変わります 
(2 ) 

＊企画広報係

総合計画、各行政部門の基本的事業計 

画の総合調整、産炭地過疎対策振興等 

＊まちづくり課

まちづくりのための各種イベント事業 

の総合企画、調整、企業誘致、あいあい 

計画等 

まちづくり課 

喝― 

保健室 

総務課 

＊財政係

財政全般の企画 

調整等 

＊管財課

町有財産の取得、処分 

維持管理及び登記 

土地開発公社事務等 

会計 

収入・支出 

決算の 

調整等 

税務課 

＊町税係

町税の賦課・ 

徴収等 

＊固定資産税

固定資産税の 

賦課・徴収等 

総務課 

＊庶務係 ー 

条例の制定や 

庁議、人事・給 

与、職員の身分 

福利厚生 

消防、選挙等 

議事堂 

住民福祉課 

＊戸籍係
戸籍、住民基本台帳等 
＊福祉係

老人・児童・身体障害者 
等社会福祉、生活保護 
等 
＊年金衛牛係
し尿、じん芥処理、環 

境衛生、国民・福祉 
年金等 

玄 

全 
関 

*11月から役場の機構がかわります。 

これは昭和58年に今の役場の機構になつて以来7年あまり経過し、この間、国 

際化、高齢化、情報化の進展等など、赤池町を取り巻く環境の変化には著しいも 

のがありました。これらの変化に伴う住民のみなさん方の行政需要は量的にも 

増大していますし、質的にも多種多様に増加しています。又、赤池町の特性を生 

かした個性的な町づくりを進めていくためにも、現行の機構では的確に対応し 

ていくことが困難となってきました。そこで多くの課題、時代の変化に柔軟に対 

処できる行政組織とするため機構（案）を9月定例町議会に提出、承認を得て今回 

改革しました。 

★新しくできた課は 

⑥まちづくり課 行政課題の総合的、体系的な企画調整を図るとともに、町づ 

くり事業の一環として実施している各種イベント事業の総合調整、企業誘致、あ 

いあい計画の推進等、町づくりに関しての整合性や、情報の収集、提供、管理を行 

い総合的な企画調整を行います。 

⑥健康づくり課 現在の住民福祉課では事務分担が広すぎ、高齢化社会に向 

けてきめ細かな行政サービスを提供するのに無理が生じてきました。そこで健 

康づくり課を新設し、現行の治療中心の医療体制から今後は幼児から老人に至 

るまでの一環した健康対策に重点を置きます。 

又、国民健康保険被保険者の認定、国保税の賦課・徴収、公費三医療関係を総合し 

て担当します

住宅，．課 がなくなります 

公営住宅の事務全般を建設課住宅係で担当します。また住宅新築資金等貸付事 

務については、同和対策課に移行しました。 

w. C 宿直室 

更衣室 

健康づくり課 

＊国保医療係

国民健康保険被保険者の認 

定及び保険税の賦課、徴収 

老人浮L幼児医療等 

＊健康増進係

予防接種、母子・老人等保険 

対策、住民の健康増進等 

同和対策課 

＊事業係

地域改善対策 

不良・低環境地区 

改善事業等 

＊調整係

同和対策調整、住 

宅新築資金貸付等 

水道課 

＊営業係

水道料金の調停、徴収等 

＊工務係

水道施設の計画、設計、 

工事施工、営繕、修理等 

＊農業振興係

農業の経営指導 

農業委員会等 

＊商工観光係

商工業、観光の振興等 

＊国土調査係

国土調査等 

＊鉱害係

鉱害復旧事 

業の総合対 

策等 

乙八ぐ 

和室 和室 

2F 

書 庫 

建設課 

設
 

建
 

＊土木係

道路、橋梁、河川、堤防、交通 

安全施設等 

＊労働係

一般失対、開就、特開事業等 

＊住宅係

公営住宅、改良住宅建設 

管理、使用料の徴収など 

入口 



(5) (4) 

秋
の
火
災
予
防
週
間
 
（
十
一
月
九
日
ー
十
五
日
）
 

お
年
寄
り
や
プ
ー
 

を
火
災
ガ
ら
守
ろ
う
 

十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
多
い
季
 

節
で
す
。
 

今
年
も
十
一
月
九
日
（
金
）
か
ら
十
五
日
（
木
）
ま
で
「
ま
ず
消
そ
う
 

火
へ
の
鈍
感
 
無
関
心
」
を
統
一
標
語
に
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

六
分
間
に
一
件
の
割
合
で
 

火
災
発
生
 

約
五
万
六
千
件
ー
ー
こ
れ
が
平
成
元
 

年
中
に
全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
件
数
 

で
す
。
時
間
に
す
る
と
、
ほ
ぼ
六
分
間
 

に
一
件
の
割
合
で
火
災
が
起
っ
て
い
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

まず消そう 
火への鈍感無関心 

0
人
出
席
者
で
 

0
 

… 
… 

・ 

8
 

ま
た
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
千
七
百
 

四
十
七
人
で
、
 
一
日
当
た
り
、
五
人
も
 

の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 死

亡
原
因
の
約
三
割
が
 

「
逃
げ
遅
れ
」
 

火
災
で
亡
く
な
る
人
の
三
人
に
一
人
 

は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

し
馴
軸
寧
 

に
ぎ
わ
っ
た
敬
老
会
 

そ
の
日
ま
で
の
雨
空
が
嘘
の
様
に
晴
 

れ
上
り
、
う
っ
す
ら
汗
ば
む
程
の
陽
気
 

と
な
っ
た
十
月
十
五
日
、
町
民
会
館
に
 

八
百
人
以
上
の
お
年
寄
り
に
出
席
し
て
 

い
た
だ
き
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

四
保
育
所
の
園
児
と
保
母
さ
ん
た
ち
の
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
目
を
細
め
、
 

手
拍
子
や
大
き
な
笑
い
声
が
お
こ
る
な
 

ど
、
和
気
あ
い
あ
い
の
時
間
を
過
ご
し
 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

来
年
も
是
非
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

「
あ
つ
 

「
逃
げ
遅
れ
」
 
の
原
因
と
し
て
は
、
 

次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

▲
火
災
に
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
 

火
炎
に
ま
か
れ
、
逃
げ
道
が
な
か
っ
た
 

か
、
ま
っ
た
く
気
付
か
な
か
っ
た
。
 

▲
判
断
力
に
欠
け
て
い
た
（
泥
酔
な
 

ど
）
か
、
体
力
的
な
条
件
が
悪
か
っ
た
 

（
病
気
な
ど
）
 

▲
火
の
回
り
が
早
く
、
ほ
と
ん
ど
避
 

難
で
き
な
か
っ
た
。
 

▲
逃
げ
れ
ば
逃
げ
ら
れ
た
が
、
逃
げ
 

る
機
会
を
失
な
っ
た
。
（
消
火
し
よ
う
と
 

し
て
煙
に
巻
か
れ
る
な
ど
）
 

▲
避
難
行
動
に
入
っ
て
い
た
が
、
逃
 

げ
き
れ
な
か
っ
た
。
 

こ
う
し
た
「
逃
げ
遅
れ
」
を
防
ぐ
に
 

は
、
何
よ
り
も
早
く
火
災
に
気
付
く
こ
 

と
で
す
。
と
は
い
え
、
火
災
は
わ
た
し
 

た
ち
が
目
覚
め
て
い
る
と
き
ば
か
り
起
 

こ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
 

事
実
、
焼
死
す
る
事
故
が
多
い
の
は
、
 

寝
て
い
る
間
の
午
前
一
時
ご
ろ
か
ら
明
 

け
方
四
時
ご
ろ
に
か
け
て
で
す
。
 

そ
こ
で
、
火
災
の
“
見
張
り
番
r

と
 

も
い
え
る
「
火
災
報
知
器
」
を
取
り
付
 

け
る
の
も
ー
つ
の
方
法
で
す
。
 

い
興
奮
、
あ
つ
い
感
動
」
 

読
書
週
間
【
 10 

月
 27 

日
、
 11 

月
3

日】 

徒
然
草
（
十
三
段
）
に
「
ひ
と
り
灯
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
 

を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な
う
 

と
り
、
燈
火
の
も
と
書
物
 

ら
ぬ
昔
の
人
を
友
と
す
 

わ
ざ
で
あ
る
）
と
あ
 

心
が
し
ん
と
透
き
 

秋
の
夜
長
に
古
典
 

す
か
。
町
民
会
館
で
 

を
九
月
に
発
足
い
た
し
 

今
月
は
八
日
と
二
十
二
日
 

一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

慰
む
わ
ざ
な
る
」
（
た
だ
ひ
 

を
ひ
ろ
げ
て
、
見
も
知
 

る
こ
と
こ
そ
心
慰
む
 

り
ま
す
。
 

と
お
る
季
節
で
す
 

な
ん
て
い
か
が
で
 

は
古
典
を
読
む
会
 

ま
し
た
。
 

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
で
す
。
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

お

じ

い

 

ち
ゃ
ん
が
 

い
昂
番
て
す
の
d
 

よ
ろ
し
く
・
 

さ
、
ソ
鵬
 

×
 

へ細ー 

死
傷
者
は
 

幼
児
と
お
年
寄
り
が
多
い
 

放
火
自
殺
者
を
除
い
た
火
災
に
よ
る
 

死
傷
者
を
年
齢
別
の
割
合
で
み
る
と
、
 

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
幼
児
が
 

高
い
割
合
い
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
寝
た
ば
こ
の
不
 

始
末
か
ら
、
就
寝
中
に
寝
具
に
火
が
燃
 

え
移
り
、
煙
に
巻
か
れ
る
ケ
ー
ス
や
、
 

一
人
で
た
き
火
を
し
て
い
て
着
物
に
火
 

が
つ
き
、
体
が
不
自
由
な
た
め
に
消
す
 

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
、
 
悲
惨
な
 

例
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

一
方
、
 

幼
児
の
場
合
は
、
親
の
留
守
 

中
に
火
災
が
発
生
し
、
逃
げ
出
せ
な
か
っ
 

た
な
ど
の
、
痛
ま
し
い
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

お
年
寄
り
や
子
供
、
体
の
不
自
由
な
 

人
、
病
人
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
 

家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
近
所
の
援
助
や
 

協
力
が
大
切
で
す
。
 

幼
児
や
お
年
寄
り
だ
け
を
残
し
て
外
出
 

す
る
の
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
た
い
も
 

の
で
す
。
 

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
必
ず
隣
近
 

所
に
一
声
か
け
て
出
か
け
る
よ
う
に
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

火
災
防
止
法
な
妻
講
習
蚤
 

田
川
地
区
消
防
署
で
は
、
毎
年
、
消
火
器
の
使
用
法
や
、
て
ん
ぷ
ら
油
火
災
の
 

防
止
法
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
し
、
家
庭
で
の
火
災
予
防
を
見
る
た
め
の
防
火
 

教
室
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

受
講
を
希
望
す
る
地
区
は
、
支
所
、
地
区
公
民
館
く
ら
い
の
単
位
で
、
場
所
、
 

開
催
日
時
、
代
表
者
名
等
を
決
め
て
、
田
川
地
区
消
防
署
 
金
田
分
署
（
二
一
一
 

、
〇
三
〇
七
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

こんなとき手続きを忘れずに 
手続きを忘れると年金が受けら 

れなくなることがあります。手続 

きはすみやかにしましょう 

難
 20
 

歳
に
な
っ
た
と
き
 

麟糞、―舞霧舞薯葬鷺，‘ -

農林漁業や自営業の人・ 
その配偶者 

嚢まi 言麟 続「f喜賓・りi鍵・Ii’『I 
印鑑・身分を証明するものを持参し、備付けの 

「国民年金被保険者資格取得届」に所要の事項 
を記入して提出。年金手帳の交付をうける 

「届議幾「 

市区町村 

大学等に在学している人 
（任意加入） 上記手続きと同じ , 

20歳以前から 
勤めている人 （会社・共済組合の担当者が手続きを行う） , 

2

0

歳 以後

サラリーマンから自営業へ 
交付をうけていた年金手帳・印鑑・身分を 
証明するものを持参し、備付けの「国民年金 
被保険者資格取得届」を提出 

, 

女性が会社や役所をやめサラ 
リーマンの専業主婦になった 
場合 

夫の健康保険証、ご主人の年金手帳、印鑑を 
持参し、備付けの「国民年金被保険者資格取 
得届」を提出 

r 

妻が再就職した場合（または 
年収100万以上になった場合） 年金手帳を持参し、種別変更届を提出 , 

サラリーマンの夫と離婚した 
場合（離婚後無職） 

印鑑・身分を証明するものを持参、種別変更 
届を提出 

, 

サラリーマンの夫が満60歳で退 
職し、妻が60歳未満の場合 

夫が交付をうけていた年金手帳、印鑑、身分を 
証明するものを持参し、種別変更届を提出 

, 

獣 60歳～65歳までの場合 
（納付期限に満たない人） 年金手帳、印鑑・身分を証明するものを、提出 , 

●20歳の誕生日がきたら加入の手続きを 

20歳になって厚生年金などに加入して 

いない人は、国民年金に加入する手続き 

をします。学生（昼間）は卒業したとき 

に職場の年金に加入しなければ国民年金 

に加入の手続きをします。 

●職場の年金に加入したとき 

国民年金だけに加入している人（第1 

号被保険者・第3号被保険者）が職場の年 

金に加入したときは、市区町村の窓口で 

厚生年金などに加入した手続きをします。 

●退職したときも 

勤め先で職場の年金に加入していた人 

が、60歳前に退職したら、個人で国民年 

金に加入することになりますから、手続 

きを忘れないようにしてください。また 

「サラリーマンの奥さん」 （職場の年金 

に加入している人の被扶養配偶者）も、 

ご主人が職場を退職すると、 60 歳にな 

るまではご自分で保険料を納めなければ 

なりませんので、手続きが必要です。 



(6) 

前
回
は
有
酸
素
運
動
に
つ
い
て
の
総
 

論
を
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
有
 

酸
素
運
動
の
行
い
方
に
つ
い
て
話
し
ま
 

す。 
一
、
有
酸
素
運
動
と
無
酸
素
運
動
の
境
界
 

こ
れ
は
だ
い
た
い
そ
の
個
人
の
心
拍
数
 

（
二
百
二
十
マ
イ
ナ
ス
年
齢
）
 
の
五
十
、
 

七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
心
拍
数
の
運
動
と
 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
十
歳
の
例
を
あ
 

げ
る
と
、
最
大
心
拍
数
は
百
七
十
で
そ
 

の
場
合
は
八
十
五
、
百
二
十
位
の
心
拍
 

数
が
有
酸
素
運
動
と
い
う
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

」
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
必
要
性
 

以
上
の
有
酸
素
運
動
の
範
囲
以
内
で
 

あ
れ
ば
直
ち
に
そ
の
運
動
に
と
り
か
か
 

健康教室 

町立病院 
整形外科医長 

中村 博 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
九
月
十
八
日
、
十
月
十
六
日
 

【
香
典
返
し
】
尾
川
志
ま
（
西
寿
）
 

〇
内
丸
英
敏
（
岩
屋
組
）
〇
世
良
俊
幸
 

（
上
小
路
）
〇
長
津
繁
（
上
里
）
 

以
上
四
件
で
総
額
は
十
四
万
円
で
す
 

【
寄
附
】
九
光
石
油
廿
五
千
円
〇
高
浜
 

ミ
ッ
子
廿
千
円
〇
匿
名
の
方
五
名
廿
一
一
 

万
一
千
万
円
 

【
賛
助
会
員
】
 

（
個
人
・
一
般
廿
一
 

口
千
円
）
沢
永
孝
美
廿
一
口
〇
池
本
月
 

美
廿
一
ロ
〇
日
高
ス
ミ
エ
廿
十
口
〇
亀
 

井
澄
子
廿
十
ロ
〇
大
久
保
保
且
十
ロ
〇
 

高
津
新
助
廿
五
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
志
水
元
美
廿
一
万
 

円
〇
福
祉
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
 

四
万
八
千
五
百
六
十
四
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
ァ
ワ
ヤ
呉
服
店
（
赤
池
）
廿
金
一
封
 

〇
第
二
十
支
所
公
民
館
廿
オ
ロ
ナ
ミ
 

ン
 50 

本
 
〇
薬
の
大
庭
廿
（
赤
池
）
リ
 

ポ
ビ
タ
ン
 50 

本
 

，
予
防
・
狛
談
魚
検
診
 

◆
一
般
健
康
診
査
 

〇
六
日
因
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

13 

時
 30 

分
5
 15 

時
受
付
 

う
 

対
象
者
 
四
十
歳
以
上
の
方
 

け
 

れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
ま
ず
そ
れ
よ
り
軽
い
運
動
を
五
 

5
十
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
分
身
体
 

を
暖
め
ね
ば
、
正
常
に
身
体
は
作
動
し
 

ま
せ
ん
。
 

心
臓
、
肺
な
ど
の
循
環
器
系
の
み
な
 

ら
ず
、
筋
肉
、
騰
な
ど
の
運
動
器
官
な
 

ど
を
暖
め
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
 

動
中
の
怪
我
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。
 

△
実
際
の
運
動
処
方
に
つ
い
て
V
 

運
動
を
行
う
前
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
 

ク
は
い
ま
ま
で
か
な
り
運
動
を
さ
れ
て
 

い
て
、
現
在
も
引
続
き
行
な
っ
て
い
る
 

方
は
そ
れ
程
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
 

は
じ
め
て
行
う
方
や
、
現
在
病
院
で
医
 

師
の
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
る
方
な
ど
 

は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
 
ッ
ク
は
必
要
不
 

可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
メ
デ
ィ
カ
 

ル
チ
ェ
ッ
ク
は
潜
在
的
な
病
気
や
異
状
 

所
見
を
明
ら
か
に
し
て
、
運
動
に
と
も
 

な
う
事
故
を
防
ぎ
ま
す
。
 

△
運
動
処
方
に
つ
い
て
V
 

m
水
泳
 

◆
婦
人
ガ
ン
検
診
 

〇
七
日
困
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

9
時
、
 10 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
三
十
歳
以
上
の
女
性
 

◆
ポ
リ
オ
 

〇
七
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

受
付
 

対
象
者
 
3
カ
月
5
 18 

カ
月
児
 

◆
一
歳
六
カ
月
検
診
 

〇
十
五
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 

1
歳
6

カ
月
、
1
歳
 

9
カ
月
児
 

◆
乳
児
相
談
 

〇
十
九
日
側
 
町
民
会
館
 

10 

時
、
 11 

時
受
付
 

対
象
者
 
4

・
7

・ 
10 

カ
月
児
 

◆
麻
し
ん
 

〇
二
十
九
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
18 

カ
月
、
 36 

カ
月
児
 

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
①
 

〇
八
日
困
廿
七
区
集
会
所
、
十
三
日
 

因
廿
町
民
会
館
、
十
四
日
困
廿
四
区
 

公
民
館
、
十
六
日
団
廿
老
人
ホ
ー
ム
 

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
②
 

一
一
十
一
日
困
廿
七
区
集
会
所
、
二
十
 

七
日
因
廿
町
民
会
館
、
二
十
八
日
困
廿
 

四
区
公
民
館
、
」
干
日
団
廿
老
人
ホ
ー
 

ム
 

※
イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
①
、
②
受
付
時
 

間
は
、
 
13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
で
、
 

対
象
者
は
満
三
歳
以
上
の
方
で
す
。
 

水
泳
は
水
の
浮
力
が
あ
る
た
め
に
腰
 

や
関
節
に
負
担
が
か
か
ら
ず
、
腰
痛
や
 

肥
満
の
あ
る
人
に
は
適
し
た
運
動
と
い
 

え
ま
す
。
ま
た
水
泳
は
身
体
が
水
平
に
 

あ
る
た
め
に
静
脈
の
心
臓
へ
の
還
流
が
 

し
や
す
い
た
め
に
心
拍
数
が
高
く
な
り
 

す
ぎ
な
い
、
 

皮
膚
が
水
と
接
し
て
い
る
 

た
め
に
、
熱
の
放
散
が
効
率
的
に
行
わ
 

れ
る
た
め
に
体
温
は
あ
ま
り
上
昇
し
な
 

い
な
ど
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
浮
 

力
を
利
用
し
て
水
中
歩
行
を
す
れ
ば
膝
 

や
股
関
節
に
障
害
が
あ
り
、
泳
げ
な
い
 

人
で
も
有
効
な
運
動
と
な
り
ま
す
。
ま
 

た
浮
力
の
為
に
妊
婦
の
体
力
維
持
と
し
 

て
も
適
し
た
運
動
で
す
。
し
か
し
上
半
 

身
に
比
し
下
半
身
の
鍛
練
が
十
分
で
き
 

な
い
と
い
う
点
、
プ
ー
ル
が
年
中
使
用
 

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
な
ど
の
欠
点
も
 

あ
り
ま
す
。
 

②
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
 

も
手
軽
に
で
き
て
そ
れ
な
り
に
汗
を
か
 

き
、
有
効
な
運
動
と
い
え
ま
す
。
ま
た
 

一
人
で
楽
し
め
る
為
に
自
分
の
ペ
ー
ス
 

を
守
り
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
 

す
。
し
か
し
関
節
に
異
状
が
あ
る
場
合
 

や
、
肥
満
が
あ
る
時
な
ど
は
少
し
問
題
 

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
暑
い
時
の
日
中
走
 

11月福祉センターの行事 

【仏教講演会】 

13日因午前11時～ 

【心配ごと相談日】 

7日、ワ日、27日 

午前10時30分～午後3時30分 

【健康相談日】 

【休髄日】 

3日、5日、12日、18日 

19日、23日、26日 

【バス運行日】 

毎日運行 

【健康講演会】 

14日困午前H時～ 13日因午後10時30分～午後2時 

【演芸】入館者へ舞台を自由に提供します。 

※ゲートボール場も自由にご利用下さい 

G 

嬢 , 

電
車
の
中
で
 

板
屋
団
地
 
前

田

孝

子

 

あ
れ
は
九
月
も
下
旬
に
入
っ
て
か
ら
 

で
し
た
、
月
に
二
度
程
あ
る
 
「
田
川
短
 

歌
会
」
に
出
席
す
べ
く
、
電
車
に
乗
り
 

ま
し
た
。
金
田
の
駅
を
発
車
す
る
真
際
 

に
な
っ
て
か
ら
、
直
方
方
面
か
ら
来
ら
 

れ
た
方
が
、
金
田
駅
か
ら
乗
り
込
ん
だ
 

同
年
配
の
老
人
に
 
「
お
久
し
ゅ
ご
ざ
い
 ' , ~ 一 ● , 一 ‘ ~ , ' 

る
こ
と
は
熱
射
病
や
心
臓
発
作
な
ど
を
 

ひ
き
お
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
 
ジ
ョ
ギ
ン
 

グ
を
始
め
る
時
に
は
靴
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
 

の
良
い
物
を
選
び
、
暑
い
日
中
は
避
け
 

て
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
を
 

心
掛
け
ま
し
ょ
 

⑧
自
転
車
 

自
転
車
は
や
は
り
腰
や
膝
の
関
節
に
 

負
担
を
か
け
な
い
で
行
う
、
有
酸
素
運
 

動
で
す
。
特
に
室
内
で
行
え
る
よ
う
な
 

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
は
屋
外
で
お
こ
る
交
通
 

事
故
の
心
配
が
全
く
な
く
、
適
切
な
負
 

荷
を
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
よ
う
に
選
 

ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
理
想
的
な
有
酸
素
 

運
動
と
言
え
ま
す
。
欠
点
と
し
て
は
単
 

調
な
運
動
で
す
の
で
退
屈
な
こ
と
と
、
 

上
半
身
鍛
練
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
 

と
で
す
。
 

以
上
の
点
に
注
意
し
て
楽
し
く
運
動
 

を
し
て
下
さ
い
。
 

次
回
は
肥
満
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
 

ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
後
の
お
話
し
に
 

感
動
し
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
か
っ
 

た
の
で
は
と
思
い
つ
、
ペ
ン
を
取
り
ま
 

し
た
。
 

「
奥
さ
ん
、
敬
老
の
日
に
五
年
生
の
 

双
子
の
孫
が
二
年
生
の
頃
か
ら
、
主
人
 

と
私
宛
に
手
紙
を
く
れ
ま
す
、
そ
の
内
 

容
は
、
去
年
か
ら
中
風
で
入
院
し
て
る
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
見
舞
に
行
っ
た
り
、
 

帰
っ
た
ら
、
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
が
お
 

仕
事
か
ら
帰
ら
ん
う
ち
に
お
部
屋
の
掃
 

除
を
し
た
り
、
ご
は
ん
の
用
意
を
し
て
 

く
れ
た
り
、
忙
が
し
い
で
す
ね
。
で
も
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
 

い
て
下
さ
い
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
早
よ
 

う
良
う
な
っ
て
帰
ら
れ
る
ご
と
、
兄
ち
ゃ
 

ん
と
神
様
に
お
願
い
し
て
る
よ
。
 

と
 

い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
娘
の
所
の
孫
 

は
五
歳
で
す
が
、
娘
と
三
晩
宿
り
、
四
 

日
目
の
夜
迎
え
に
来
た
婿
に
 
「
父
ち
ゃ
 

ん
お
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
 

ん
元
気
？
」
と
一
番
先
に
聞
き
ま
す
、
 

婿
は
う
ん
元
気
で
僕
の
帰
る
の
を
待
っ
 

て
る
よ
、
と
い
う
と
母
親
の
腕
を
掴
み
 

帰
り
を
促
し
ま
す
。
 

私
は
こ
う
言
い
な
さ
い
と
、
ま
だ
一
度
 

も
教
え
て
い
な
い
の
に
、
孫
た
ち
の
気
 

持
ち
が
う
れ
し
く
て
子
供
ら
に
悟
ら
れ
 

な
い
様
に
目
頭
を
押
さ
え
る
こ
と
度
た
 

び
で
す
。
 

と
言
う
も
の
で
し
た
。
知
人
に
出
合
っ
 

て
も
素
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る
人
も
多
 

い
の
に
と
感
心
し
、
読
み
さ
し
の
本
を
 

閉
じ
、
そ
っ
と
会
話
に
耳
を
傾
け
て
い
 

た
私
で
し
た
。
 

一
 

》
 一 

してみました 
一
戦
 

一

 

一
人
 

一

名

 

秋
雨
前
線
の
影
響
で
、
 

長
雨
の
続
い
た
九
月
一
一
 

十
四
日
側
（
振
替
休
日
）
 

赤

池

町

将

棋

同

好

会

 

（
池
田
利
文
会
長
）
主
催
 

に
よ
る
、
赤
池
町
将
棋
 

大
会
が
開
催
さ
れ
、
熱
 

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
 

【
敬
称
略
】
 

A
部
門
 

優
 
勝
廿
杉
原
末
男
 

準
優
勝
廿
池
永
恭
輔
 

三
 
位
廿
坂
元
博
美
 

B
部
門
 

優
 
勝
廿
長
野
承
人
 

準
優
勝
廿
高
林
 
篤
 

三
 
位
【
熊
谷
修
一
一
 

私

と

盆

栽

 

岩
屋
組
 
八

代

庄

一

 

前
回
に
続
い
て
私
が
何
故
盆
栽
に
惹
 

か
れ
る
か
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
先
ず
言
え
る
こ
と
は
盆
 

栽
に
は
嘘
が
な
い
こ
と
で
す
。
 
た
と
え
 

て
言
え
ば
、
人
間
関
係
は
、
親
子
、
兄
 

弟
で
も
都
合
の
悪
い
時
は
嘘
を
言
う
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
。
 
そ
の
点
盆
栽
は
正
直
 

な
も
の
で
人
間
が
愛
情
と
真
心
を
も
っ
 

て
接
し
て
や
れ
ば
、
必
ず
報
い
て
く
れ
 

ま
す
。
 

物
言
わ
ぬ
生
き
も
の
で
す
が
、
適
正
 

な
植
替
え
や
、
勇
定
、
施
肥
、
水
か
け
 

等
、
行
な
っ
て
や
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
 

生
命
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
 

盆
栽
は
一
人
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
 

す。 

自
分
の
好
み
の
樹
形
に
仕
立
て
 

る
時
の
喜
び
は
、
何
に
も
た
と
え
よ
う
 

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
三
年
、
五
 

年
と
丹
精
し
て
古
色
を
出
し
な
が
ら
、
 

悠
久
の
大
自
然
を
紡
錦
と
さ
せ
る
名
木
 

盆
栽
を
夢
見
る
の
で
す
。
私
の
場
合
は
 

最
初
に
松
柏
盆
栽
か
ら
始
め
た
せ
い
か
、
 

ど
う
し
て
も
松
柏
類
に
心
惹
か
れ
ま
す
。
 

そ
の
荒
々
し
く
剛
直
な
常
盤
木
の
姿
 

は
私
を
魅
了
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

国
 

風
展
等
に
出
品
さ
れ
た
豪
壮
古
雅
の
名
 

木
盆
栽
の
写
真
を
見
る
と
き
、
 
一
種
の
 

神
韻
さ
え
感
じ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
 
今
 

で
は
少
し
オ
ー
バ
ー
に
言
え
ば
、
生
き
 

甲
斐
と
さ
え
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

何
は
と
も
あ
れ
、
明
日
か
ら
も
盆
栽
作
 

り
に
尚
い
っ
そ
う
の
努
力
を
し
よ
う
と
 

思
い
ま
す
。
 

「
見
て
貰
う
程
の
松
に
は
あ
ら
ね
ど
も
」
 

拙
文
多
謝
 



⑧ 
「
童
謡
の
ま
ち
赤
池
」
 

を
ア
ピ
ー
ル
 

」
赤
池
町
少
年
少
女
合
唱
団
一
 

雄
大
な
阿
蘇
五
岳
の
ふ
も
と
 

熊
本
県
阿
蘇
郡
久
木
野
村
の
グ
ー
 

リ
ー
ン
ピ
ァ
南
阿
蘇
ァ
ス
ペ
ク
 

タ
で
、
十
月
十
四
日
回
に
開
催
 

さ
れ
た
「
第
二
回
ァ
ス
ペ
ク
タ
 

童
謡
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
 
に
、
赤
池
 

町
少
年
少
女
合
唱
団
が
招
待
さ
 

れ
ま
し
た
。
十
名
の
歌
手
の
方
 

や
、
十
一
組
の
全
国
か
ら
招
待
 

を
受
け
た
合
唱
団
の
中
で
、
 

「
早
起
き
時
計
」
を
は
じ
め
三
 

曲
を
披
露
。
一
万
人
を
越
え
る
 

入
場
者
に
「
童
謡
の
ま
ち
」
亦
他
」
 

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

平成3年度新入学予定者の 

健康診断・適性検査 

来年度小学校へ入学予定の子どもさ 

んを対象に、健康診断および適性検査 

が下記のとおり行われます。 

ト日 時 11月22日困午後1時30分～ 

ト場 所 赤池町民会館 

ト該当者 昭和59年4月2日から昭和60 

年4月1日生まれの人 

※なお今年は全地区（上野・市場・赤 

池・中尾）を対象に当日（11月22日） 

に行われます。ご了承下さい。 

母子家庭等生活指導講座 

田川郡母子寡婦福祉会が、子供のし 

つけ、健康管理などについての講座を開 

きます。多数のご参加を待っています。 

ト対 象 母子、父子家庭及び寡婦の 

皆さん 

ト講 師 福岡県精神保健センター 

土橋三郎氏 

ト内 容 シンナー・覚醒剤等の乱用が 

心身に及ぼす影響について 

ト日 時 12月9 日（日）10時～12時 

ト場 所 金田町総合会館 

（平成鉄道金田駅裏徒歩3分） 

ト問い合せ先 

赤池町母子寡婦福祉会会長亀井澄子 

君28一4178 

福岡県田川福祉事務所社会係（母子） 

容44一81 1 1 

' ●年貿Ia'がき発芽ヂ .., 

郵
便
局
で
は
、
十
一
月
 

一
日
か
ら
年
賀
は
が
き
を
 

発
売
し
て
い
ま
す
。
 

種
類
は
「
初
雪
」
「
瑞
鶴
」
 

「
博
多
わ
ら
べ
人
形
」
 
と
 

無
地
の
四
種
類
で
す
。
 

お
近
く
の
切
手
販
売
店
で
 

早
目
に
お
買
い
求
め
て
下
 

さ
い
。
 

人
と
人
と
の
ふ
れ
合
い
に
 

是
非
。
 

◆
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ト
！
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◆
 

◆
◆
◆
◆
◆
《
●
◆
◆
，
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
 

◆
◆
ト
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
！
◆
！
・
叫
叫
 

・
 

◆
！
!
！
◆
◆
◆
 

◆
◆
◆
叫
◆
《
◆
◆
 

，
，
◆
 

季
節
の
移
り
変
わ
り
は
早
い
も
の
で
 

も
う
晩
秋
。
 
つ
い
こ
の
間
使
っ
て
い
 

た
扇
風
機
を
し
ま
う
間
も
な
く
、
暖
 

房
器
具
が
欲
し
く
な
っ
た
朝
晩
。
風
 

邪
な
ど
ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

突
然
で
す
が
、
こ
の
十
一
月
号
で
 

広
報
係
を
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
。
昭
和
六
十
一
年
に
こ
の
係
に
来
 

て
四
年
、
こ
う
し
て
読
ん
で
下
さ
っ
 

て
い
る
方
や
取
材
に
協
力
し
て
く
れ
 

た
方
、
頑
張
れ
よ
と
声
を
掛
け
て
く
 

れ
た
方
、
本
当
に
色
々
な
人
々
に
大
 

変
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
毎
月
 

「
広
報
あ
か
い
け
」
を
作
る
事
が
で
 

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
 

二
、
三
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
 

し
た
様
に
、
役
場
の
機
構
改
革
が
行
 

わ
れ
、
こ
の
広
報
の
仕
事
は
 
「
ま
ち
 

づ
く
り
課
」
 
で
担
当
し
ま
す
。
今
ま
 

で
以
上
に
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。
 

私
も
何
も
知
ら
な
い
所
で
の
仕
事
 

で
す
が
、
心
機
一
転
、
ウ
ワ
バ
ミ
ゃ
 

小
姑
の
注
意
、
シ
ッ
タ
に
毎
日
怯
え
 

な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
 

本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
 

い
ま
し
た
。
多
謝
感
謝
。
 


